
局部的には蕃琴 蕃豚の大規模を企業線鋸 桁 われているが,づ投に従来通Dの農業を行っている｡

この地域の特徴として 着轟普及率 も50-70多と県の平均(50多)を上壇わb現在も県の有

数を車重地域であD,今後も蕃蚤を中心とした盛業経静を行っていくようである｡

西部は林業は江戸時代からの伝統的産業で短期伐採と労働力を多く使う事が尊敬とをっていて榛

ひのきの良材地として有名である萌 現在は人手が都市労働者として吸収書れ叉外国材の安価をも

のの導入で昔のようを活発亨は浸く怠っている｡ しかしこの地域の重要を桑葉の一つとして現在も

その地虻を保っている.

周辺の地理学的考察

⊂ 竺 浅 井 美 恵子

弟 一･守 :調査地域 の 自然 環境

調査地域は富士山嵐雛 北は丹沢山粗 動ま箱根外輪LLi 南西峠変関山に囲まれた南北15Km､

東西 11Kmにわたる盆地状の地域である.御殿場市街附近で海抜4567TLの高原T,市街と富士山

頂を結ぶ線が,南流する黄瀬川と北流する酒勾川の分水嶺となっている｡地形鴫 富士山麓区,黄

瀬川低地及び段丘区,酒勾川低地及び段丘E,箱根火山斜面区,丹沢山地斜面区の5つに区分され

る｡

鍔 = 牽 :人 文 招 鋭

本地城は古代から東西交通の素点として栗えた所T,特に明治22年の東海道線の開通によって

御殿場鳴 物資集散の払 富士登山口として俄かに発展した｡明治45年に鴫 御殿場を中心吟

北の小山四㌔ 南の裾野町にまたがる9021町歩の富士中腹が,陸軍の演習場に設定された｡当時

は村民による入会が行をわれていたカ～ 昭和25年iJ'q連合国軍によ9静区されてからは,演習地

内での入会は禁止され 農民に大きを影響を与えている｡

第 三 牽 :良 尭 土 地 利 用

御殿場を中心とする富士文題も 縄文時代からの人類居住の歴史をもち 火山山鹿であDをがら

水に恵まれていた為 早 くから水田が甲U,現在も農用地の 60藤余如 凍 甲である｡水稲農家は

全農家の85多を占叫 米は農産物軍産高の54･1多を占める｡そして永田はその97･5多迄が1

毛作田で,農業鴫 水田単1排作型である｡ しかし水稲を中心忙しをがらも作目的には多彩ち 水

掛け亀 水掛け麦,山葵芝･桑 ･茶 ･牧草･花井等が鎗培されている｡文章執 養豚を中心とする

畜塵 も,演習場補償事業との関係ち 近年さかんになってき鶴 盛業用水鴫 湧水地を源として山
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蕊を流下する無数の小河川と, 狭井戸による揚水であるカも 分水嶺を境托して,その北では水に恵-.･

まれ, 南で馬 ｣没に不足しているO-従っち 農業も北では水田が中心であるが,南では穐 芝地

等が中心と怒っている.

串 四 季 :都 市 化 の 影 響

本地域は東京から87叫 電革で2時間足らずの距舘にあD,.都市化の影軍 もか夜b大きい｡東

の箱根火山麓は古くから別荘地として開けておD,又昭和 45年に東名高速道路が完成すれかも 京

浜大都市池亀 東海都市群への通勤圏に入る海 住宅地としての発展も期待されるo近代工業は昭

和55年頃から′沼津=菜地帯の延長としち 南部地域から勃興 し始めた那,現在はまだ萌芽の状

態である｡せた本地城は富士山を控えた観光地でもあるが,めぼしい観光資源をもた夜h為 富士

五湖地方及び箱根地方-の通過客が殆んどである｡

弟 五 草 :要 約

本地域の土地利用は,農業土地利用が中心であるが,工業鴫 住宅鴫 別荘鴫 観光地等の都市

的土地利用もあD, 全体として土豪 ,J,qは多角的で,今後も無駄の帥 土地利用を行う事によ,ち

多彩を方面に発展してゆくものと思われる｡

小牧市の地理学的考察

論文の内容構成は次の通bである｡

鐸-一章 概 観

弟二牽 歴史的 発達

弟三尊 自然専攻

第一節 気 儀

第二節 地形概観

第三節 地形区分

第四節 先史時代の地形

第五節 地下太の厳存状況

蒔田章 魚 集

第一節 概 観

第二節 農業的土地利用の変遷と農業用永
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